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70
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
毎
年
夏
に
一
度
は
県
外

の
山
に
登
っ
て
い
る
。
御
嶽
山
に
三
度
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
い
山
で
あ
る
。
噴
火
後
は
頂
上
ま

で
は
入
れ
な
い
。
９
合
目
で
合
掌
。

　

今
ま
で
単
独
行
で
あ
っ
た
が
、
万
一
を
考
え

昨
年
か
ら
孫
に
同
行
を
頼
ん
で
い
る
。
昨
年
は
、

木
曽
駒
・
宝
剣
岳
、
今
年
は
８
月
１
日
に
富
士

山
に
登
っ
た
。　

　

年
々
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
が
、家
で
は「
も

う
よ
い
加
減
年と

齢し

を
考
え
や
」
と
頭
か
ら
言
わ

れ
る
の
で
い
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

お
蔭
様
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
。
が
、

あ
と
何
年
か
と
疑
問
符
が
つ
く
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
今
が
一
番
若
い
。
自
分
で
定
年
を
決
め

ず
、
今
を
精
一
杯
生
き
、
今
ま
で
に
い
た
だ
い

た
こ
と
へ
の
お
返
し
を
す
る
と
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
よ
り

　
「
人
間
は
情
熱
と
好
奇
心
を
た
や
さ
な
け
れ

ば
、
そ
の
ひ
と
は
常
に
青
春
で
あ
る
。」

西
澤　

桂
一　

記

　
「
愛
荘
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
」
は
、

会
員
８
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
名
の
11
名
で
構
成
し
、

愛
荘
町
の
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
の
古
里
は
、「
依え

智ち

秦は
た

公き
み

」
が
古
代
か
ら
連

綿
と
し
て
拓
か
れ
、
先
取
的
な
「
農
耕
文
化
」、「
製

鉄
技
術
」、「
土
木
灌
漑
技
術
」、「
養
蚕
技
術
」、「
機

織
り
技
術
」、「
醸
造
技
術
」
及
び
「
仏
教
文
化
」
等

幅
広
く
高
度
な
文
明
を
伝
え
、古
代
に
お
け
る
政
治
・

経
済
・
文
化
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、「
依
智
秦
公
」
が
残
さ
れ
た
多
く
の

遺
跡
・
遺
物
が
有
り
、
古
墳
、
白
鳳
時
代
の
寺
院
跡

（
蚊
野
塔
の
塚
、目
加
田
、香
之
庄
妙
園
寺
、野
々
目
、

畑
田
）、
仏
像
及
び
石
造
遺
品
等
多
岐
に
渡
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
そ
の
殆
ど
が
人
々
の
意
識
か
ら
忘
れ

去
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
内
に
は
色
々
な
匠
の
技
術（
醸
造
、製
織
、

木
工
、
楽
器
製
造
、
金
工
、
漆
塗
、
金
箔
押
、
食
品

加
工
業
等
）
多
く
の
技
術
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
こ
れ
ら
隠
れ
た
遺
業
を
紹
介
す
る
た

め
「
依
智
秦
公
」
の
遺
跡
を
縦
糸
に
、
匠
の
技
を
横

糸
に
し
て
、
年
２
回
「
歴れ
き

知し
る

散さ
ん

歩ぽ

」
と
し
て
、
春
と

秋
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
は

も
と
よ
り
他
の
市
町
村
か
ら
毎
回
、
30
名
～
40
名
近

く
の
参
加
者
が
有
り
、
小
学
生
～
シ
ニ
ア
迄
６
㎞
～

８
㎞
を
歩
き
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
対
し
て
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
有
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
内
の
「
小
学
生
」、「
中
学
生
」
を
対

象
と
し
て
、「
我
が
古
里
の
歴
史
」
を
伝
え
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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